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塞がって、 吾々 の 心 を 惑わし 煩わしが ちで ある。 勿論 

それらの もの は、 生活に 必要で あり、 活動力 を 刺戟し 

はする。 然しながら、 それらの ものに 囚われる 時、 そ 

れらの ものば かり を 追い 求む る 時、 人 はた だ 功利に 

走って、 本当の 生活の 味 を 味い 得なくなる。 それらの 

ものが 目的と なって、 生きる ことが 方便と なる。 

自分の 生 を 一生 を 方便と する、 それほど 惨めな 

浅 間し いこと があろう か。 人に とって は 生きる ことが 

目的であって、 名誉 や 金銭 や 名声 や 衣食住に 関する 余 

贅 など は、 生きる ための 方便で あるべき である。 (勿 

論茲に 云う 生きる という こと は、 単に 生命 を 持続す る 



ことば かりで なく、 生きる という ことが 必然に 内包し 

てる、 仕事 や 働きな ど を も 含めて 云う ので ある。) そし 

て 人 を 正しく 生かす もの は、 己の 生 を 愛する 心で ある _ 

己の 生 を 愛し 慈む 心 を、 吾々 は 大自然に 接する 時、 

最も 多く 体得す る。 

大自然に 接する と、 吾々 は 自己の 微小 を 感ずる。 人 

生に 於て 吾々 の 眼 を 強く 惹 きつけて いた あらゆる もの 

の 価値が 一時に 払拭され、 凡ての ものの 中心であった 

自分自身が 微々 たる ものに なって、 ただ 悠久 永劫な 大 

自然の みが、 何物に も 無関心な 大きさで 君臨す る。 そ 

の 時 吾々 自身 は、 もはや、 地上の 虫 けらに も 等しく 浜 
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